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1.はじめに 

近年日本人にとって、携帯電話はなくては

ならない物になっている。現在、携帯電話の

普及率は 95％、保有率は 60％を超えるのだが、

その年代別の内訳は図 1-1 のように、20 代が

一番保有している事がわかる[1]。10 代の保有

数は記載されていないのは、両親名義で所有

しているため、集計を取るのが難しいからで

ある。 
しかし、普及率を見る限り、10 代の保有率

は 20 代に匹敵する数値だと伺える。 
この、一番普及・保有している 10 代、20

代を対象とした、携帯電話でよく使う機能・

必要な機能というアンケートでは、メール機

能が 1 位であると結果がでている。[2] 
図 1-2 にアンケート結果を記載。 
この結果より、主にメール機能で使用する

文字入力方式とそれに適したボタン配列を検

討する。 
 

 
図 1-1 年代別携帯電話保有率 

 
図 1-2 携帯電話でよく使う機能・必要な機能 
 
2.既存の文字入力方式 
 現在、開発されている文字入力方法で代表

的なものの概要と利点、難点を以下に挙げる。 
 
2-1 ポケットベルかな文字入力方式 
 ポケットベル文字入力方式の対応表を表１

に示す。 
入力方法の例として、「にほんだいがく」と

入力する場合、ボタンを「52(に)」「65(ほ)」
「03(ん)」「4104(だ)」「12(い)」「2104(が)」
「23(く)」と押す事で入力が完了する。 
利点としては濁点がなければ確実に２回で

１文字入力出来る事である。 
難点としては覚えるのに時間が多少かかる

事である。 
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表１ ポケットベル文字入力方式対応表 

 

 
2-2 かな入力方式 
 かな入力方式の対応表は表 2 に示す。 
 入力方法の例として、「にほんだいがく」と

入力する場合、ボタンを「な」を 2 回(に)。「は 」

を 5 回(ほ)。「わ」を３回(ん)。｢た｣を 1 回、

濁点を 1 回(だ)。「あ」を 2 回(い)。｢か｣を１

回、濁点を 1 回(が)。｢か｣を３回(く)。で入力

が完了する。 
利点としてはわかりやすい、濁点が 1 回の

入力で済むという事である。 
難点としてはボタンを押す回数が多くなる

事である。 
表２ かな入力方式の対応表 

 

 
2-3 富士通入力方式 

富士通入力方式は図 2 のようなボタン配列

より入力される。[3] 
特徴としては、真ん中の縦の列に母音が設置

され、左右の縦の列に子音が設置されている

点である。入力方法はパソコンのキーボード

と同じである。 
ポケットベルの文字入力方法と類似してい

るが、異なる点としては、濁点、半濁点を入

力する際においても 2 回で打ち込む事が可能

である。 
入力方法の例として、「にほんだいがく」と

入力する場合、｢NI(に)」｢HO(ほ)｣｢NN(ん)｣
｢DA(だ)｣｢I(い)｣｢GA(が)｣｢KU(く)｣で入力が

完了する。 
利点としては 2 回で 1 文字の入力が完了す

るという点である。 
難点としては従来の文字配列とは異なるた

め、位置を覚えるのに時間がかかるという点

である。 
 

 
図２ 富士通入力方式 

 
2-4 タッチパネルフリック方式 

フリック入力の対応表を表 3 に示す。[4] 
フリック入力はタッチパネルで行う文字入

力方式で、基本となる文字入力画面が図 3 で

ある。 
入力方法は、例として平仮名の「て」を入

力する場合、「た」を長押しすると図 4 の画面

が表示される。その後、「て」の方向に指をス

ライド(フリック)させることにより、「て」を

入力することができる。 
利点としては、タッチ数が少なく、習得時

間が短期間で済むということである。 
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難点としては、フィードバックを得られな

いため、タッチ数が少なく、習得時間が短期

間に対して、入力速度が低下する恐れがあり、

ブラインドタッチを行う際にも、ボタンの位

置を確認しなくてはならないので、ブライン

ドタッチが困難になると考えられる。 
 

表 3 フリック入力対応表 

 

 
図３ 基本画面     図４ 長押し画面 

 
3.提案する文字入力方式 
3.1 要件 
第２章の各文字入力方式の利点と難点より

理想とする文字入力方式に求められる要件は、 
1:1 文字を打つ打数が少ないこと。 
2:入力スピードが早いこと。 
3:習得が短時間で済むこと。 
4:ブラインドタッチが可能であること。 

であるという結論に至った。 
 
 
 
 
 

3.2 提案するボタン配置 
3.1 の要件より、提案するボタン配置が図５

である。図６は①・②から見た図である。 
表３は提案するボタン配置における文字入力

方式の対応表である。 
本研究の特徴は、サイドボタンを用いたこ

とである。サイドボタンを用いたことにより、

普段、親指だけで文字入力をする既存の文字

入力方法よりも入力速度が早くなると考えら

れる。 
ボタン配置としてはサイドボタンに「i」「u」

｢e｣｢o｣を取り付け、正面には従来の携帯電話

と類似したボタン配置にした事によりユーザ

ーに浸透しやすく、ボタン配置を新しく覚え

る事が簡単になる。 
また、２打で１文字打てる事が出来る。 

しかし、濁点、半濁点、小文字においては追

加で１打多くなる配置となっている。 
この配置により、3.1 で述べた理想に近づけた

と考えられる。 
 

 
図５ 提案するボタン配列 
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図６ 図５の①・②から見たボタン配置 

 
表４ 提案する文字入力方式の対応表 

 

 
4.評価実験 

本研究の文字入力方式が既存の文字入力方

式より優れているか、劣っているか検証する

ために、評価実験を行う。 
評価実験に使用する携帯電話型のハードウ

ェアを市販の USB キーボード、ゲームのコン

トローラを改造し、作成する。 
ソフトウェアは JavaScript を使用し、キーコ

ードを取得したのちに対応する文字を出力制

御する。 
 

4.1 パフォーマンス評価 
 通常の携帯電話文字入力と本研究で提案し

ている文字入力方法で入力速度、正答率を比

較する。 

また、本研究での習熟度の早さを計るため、

異なる文章を何度も入力してもらい、入力速

度から測定する。 
 
4.2 主観評価 
 実際に被験者が本研究のボタン配置、文字

入力方法に対して感じた事をアンケート用や

口頭より採取する。 
 
5.おわりに 
 本研究は携帯情報端末のためのサイドボタ

ンを用いた文字入力方式を検討してきた。 
今後は被験者を用いて評価実験を行う。そ

の中で、配置するボタンの大きさのパターン

を増やして 1 番打ちやすい大きさをアンケー

トで採取する。 
その後に作成したハードウェアを評価実験

から得られた結果に応じて改善していき、評

価実験を繰り返し、完全な物にしていく予定

である。 
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